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ま え  が き

遺跡は考古学徒にとつては,研究の場であ り,叉発掘調査の対象であるが ,発掘は遺跡の破

壊であることはいうまでもない。

近年各種の開発事業によつて,遺跡を含めての埋蔵文化財の破壊がいちぢるしく,学術的な:

本来の発掘調査と比 らべ ,はるかに大規模に失なわれてゆくのが実状である。

今回中央高速自動車道路の建設にあた り,(小淵沢～韮崎市間)その路線内に埋蔵されて|ヽ

る埋蔵文化財に対して,日 本道路公団と県教育委員会との間で数回の協議を重ね ,文化庁の指

導の下に工事前の緊急発掘調査をおこなうことにな り,昭和44年 3月 中旬～下旬にかけて発掘

調査を実施することになつたのである。

従来八ケ岳山麓地方の組織的な考古学発掘調査は隣接の長野県側に比してその事例は甚だし

く少ない。戦前には私は師である大山・柏博士 (大山史前学研究所 )を中心に竹下次作氏らと

共に穂坂の飯米場遺跡や長坂上条追跡の調査がある。

戦後になつてか らは ,志村滝蔵氏や郷土研究会員による坂井遺跡の発掘調査 (昭和22年 )山

本寿々雄氏担当の長坂上条遺跡を中心とする石造遺構の調査 (昭和27年 )八幡一郎氏担当によ

る天神前遺跡の調全 (昭和29年 )な どがあげ られ ,各々学界に報告されている。

叉古くは北巨摩郡教育会が郷土研究の第一輯として刊行した『先史原史時代調査』昭和 7年

などは ,その企画とともに図版 ,写真など今日においても資料価値は失なつていない。

さてこのたびの発掘調査地である長坂町 ,塚川東前日の山林は北沢豪氏所有地で ,近辺にあ

るマウンド等は古 く甲斐国志などにも紹介されているところではあるが果してこの種のマウン

ドそれ自体どのような意味で造成されたかは全 く記されたものがなく,その実真相はどういう

ものであるかは発掘調査の結果を総合的に考察しなければならないのであるが,中央高速自動

車道の道路敷になつて消える前の緊急調査としてとりあげられる意義は深いものがあろうかと

考えるのである。叉別に遺物包含層についても,発掘区を設定 して調査を消こない,更には重

鉱物組成の分析をして今後の参考とすることにした。本書に消いては以下各項 目において各々

担当した調査員がその実施結果をもとにして,概報の形でとりまとめることになつた。各々調

査員諸氏の考察の結果をそのままの形で所収したが ,一つの見方として今後の参考となれば幸

である。

春いまだ浅い八ケ岳の麓できびしい寒風にもめげず ,黙々とその任にあた られた調査員各位



をはじめ,それらの補助員諸君,又関係各機関の方々には真攀な態度で最後まであたられたご

労苦に対し満腟の敬意を表わすものである。

昭 和 45年 3月

中央高速自動車道韮崎小淵沢間

山梨県遺跡調査団団長  井   出  佐  重
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遺 跡 の 概 要

(1)遺 跡 の 位 置

山梨県の北都―いわゆる北巨摩郡は八ケ岳の広大なすそ野の上に占地している。この広大

な八ケ岳のすそ野には,八ケ岳を核として無数の放射状の谷が構成されており,こ こに紹介

するところの北巨摩郡長坂町東前日の小二群遺跡もこの放射状に放たれた谷間に造られた一

つの丘陵上に築造されたものである。

小丘群遺跡のある東前日の丘陵は,ほぼ東西に流れる丘陵で西方間近に八ケ岳,東方に甲

府盆地をはさみ遠方に大きく霊峰富士を望む位置にある。

仮 りにこの丘陵を東前田丘陵と呼がことにする。

東前田丘陵の巾は小丘群遺跡のほぼ中心点当りで約180米 ,そ してその頂点の標高は642米

となつている。頂点は丘陵上若千南よりである。丘陵】ヒ側の谷底部標高は 615米 ,南側谷底

部標高が 630米で,丘陵南側傾面の方が北側傾面よりゆるやかになつている。

小丘群はこの頂点より南側にのみ認められる。

小丘群の配列は分布図に示されたとお り,東前田丘陵の陵線に添つて,ほぼ25米の等間隔

に15基が認められるのをはじめ,その南側に15基 ,計 30基が存在している。

この後者の15基は,前者の15基 とは異なり,四基づつ (6～ 9号小丘,10～ 13号小丘)陵

線と併行して走つているものを除けば,あ とは不規則に点在している。そして,こ の後者の

15基中には既に発掘により盛土が消滅しているもの (14号小丘),さ らに基上が風雨により

流され,原形を留めていないもの (1号 ,2号 ,9号 ,13号小丘)も 含まれ,ほぼ原形に近

いものは10基 となつている。

中央高速自動車道予定路線は,こ の後者の15基をすつばり包含している。

測量班の作業は,こ の予定路線内の小丘についてのみ墳丘並びに地形測量を行なつた。そ

の作業経過は別項の通 りである。

測量に基づく各小丘の規模は次表の通 りである。

( )内数字は複原推定数値 直径は最長の巾とした

夫谷

盛上流出で原形留めず
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盛上流出で原形留めず

密掘により原形不明

未測量

測量結果に基づ く総合所見としては,路線外の陵線に走る15基 と並行して走る 6～ 9号小

丘 ,10～13号小丘がそれぞれ東前田丘陵南側傾面に出来たゆるやかな雛段の上に占地されて

いる。この点は本小丘群築造上か らも全 く無意味とは考えられない。盛土に使用したか ,故

意に雛段を造つたかは即断出来ないが ,こ の点は測量により確認されている。

また ,小丘の全てが盛土により築造されたもので ,その各小丘の規模は前記の通 り,大き

くはない。発掘調査班の報告でもかれ られているが盛土は柔 らかく風雨によつて,小丘の全

てが多少の差こそあれ西南部にその盛土が流されてもいる。なかには殆んど原形を留めない

小丘もみ られる位いである。したがつて測量結果によつても,その正確な直経及び小丘高さ

を見い出す事は非常に困難なことで ,細部に亘つては複原による推定数値に頼よらざるを得

ない結果 ともなつた。

また ,こ の東前田丘陵一帯は詳細な踏査を続けたが,それでもなお下車にか くれ幾つかの

未確認の小丘も存在する可能性はあるとみ られる。15号小丘の如きは全ての作業が終えた後

に発見されたわけである。

2測 量 の 経 過

東前田小丘群調査に当つて,当初測量班で検討を要さねばならなかつた問題は,ま ず ,こ

の遺跡の主体 となつている遺構―いわゆる小丘群が,その数 ,配列 ,規模か らして常識的な

古墳として扱えるか否か ,と いうことであつた。

したがつて,後 日の調査結果いかんでは ,出土遺物皆無ということも充分に予測されたた

-7-



めに,発堀調査以前の測量 という作業には万全を期さねばならないという結論に達した。

この為 ,測量班には山梨考古学研究会員である上川名昭 ,川崎義雄氏 (両氏とも日本考古

学協会員)及び同じく明治大学考古学専攻学生末木健君 ,同 じく立正大学考古学専攻生堀口

八重子君,それに高校生の山田,久策の両君の献身的な協力を頂いたなかで作業が進め られ

ることになつた。これ等各位には銘記 して謝意を表する次第である。

測量班作業日誌か らその経過を追つてみたい。

第 1日 (昭和44年 3月 21日 )雨のち晴れ ,作業開始午前12時40分 (作業終了午後 5時 0分

午前 8時40分県議会議事堂前に集合 ,三台の車に分乗して現地に10時に到着。早速下草刈

り,及び地鎮祭の準備に入る。11時井出佐重団長等出席の元に地鎮祭を開催 ,その後 ,現地

丘陵全域の下見を行なう。昼食後12時40分か ら測量作業を開始する。

まず S TA130+169。 9の位置 ,標高 640米を起点とし7号小丘の近 くに 640,641,642,

642.5の ポイン トを東西に,叉東側に 2本 のポイン トを打つ。 7号小丘頂点レベルは 643,12

で25糎 米のコンターを入れる。測量図は全て40分の 1に統一 ,コ ンターは25糎米間隔とする

ことにした。ほぼ 7号小丘の実測を終えたが,7号小丘の東北部は以前に若干破壊された様

相であ り,かつ西に盛上が流れている様子であった。なお ,70号 小丘発堀の為の トレンチ南

】ヒ8米 ,巾 1.5米を設定し第 1日 目の作業は終了した。

第 2日 (3月 22日 )晴 ,強風 ,作業開始午前 9時 0分 ,作業終了午後 4時30分

10,11,12号小丘の測量を午前中に完了させる予定で作業開始 ,11号小丘東に平板ポイン

トを設定する。各小丘レベルは10号が639,70糎 米 ,11号小丘が639.78糎 米 ,12号小丘が639.

68糎米である。この 3小丘の東側には平担部が約 2米巾で存在 ,丘間の高レベルの所ではコ

ンターの巾が狭いが,638米位いになると逆に扇状地的に広が りをみせている。これは破壊

された14号小丘の凹地の為であると考えられる。各小丘は地山の斜面にそつて,盛土が流れ

ているので構築当時の状態を知る為には東西への トレンチを入れる必要があると考えられる。

午後 8号小丘 ,9号小丘の測量に入る。 8～ 9号小丘の中心部の間隔は12米 ,9号は完全

に破壊されてお り西南部に流れている。

8号小丘も西南方向に盛上が流されているが,こ の二つの小丘の東側に若千の凹地が確認

されるが,こ れは破壊によるものか ,構築時点で出来たものか……発堀で確認されるものと

思われる。

第 3日 (3月 23日 )晴 ,作業開始午前 9時 0分 ,作業終了午後 4時30分

午前中第三班 (遺物包含層調査班)の地形測量にかかる。

637米のコンターを移動させ平板を設定眼高 2.20米 か ら開始する。この部分は西に開いた
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微凹地である。東西に入れた トレンチ東から30糎米で巾2米 ,深さ30糎米位いの濤が存在す

るが図面上コンターには現われていない。

午後 367米以低のコンターに移 り道路まで入れる。

第4日 (3月 24日 )快晴,作業開始午前 9時 0分 ,作業終了 5時30分

午前中第三班の南北 トレンチの東面セクシヨン,東西 トレンチの南面セクシヨンの実測を

行なう。複雑な層位で時間を費やす。午後 2～ 6号小丘の測量,七号小丘のセクシヨン実測

を行なう。

第5日 (3月 25日 )晴 ,作業開始午前 9時 0分 ,作業終了午後 5時 0分

8号小丘セクンヨン実測を行なう。同小丘は盛上の状態はすこがる良好な姿で,ほぼ原形

を留めている様子である。微細図の作成で作業を終える。

第6日 (3月 26日 )晴 ,作業開始午前 9時 0分 ,作業終了午後 5時 0分

8号小丘A区 の微細図及びセクシヨン実測から作業を開始する。年後 1号小丘の実測にか

かる。同小丘は盛土が流され原形は全く留めていない。

第7日 (3月 27日 )快晴,作業開始午前 9時 0分 ,作業終了午後 5時30分

七号小丘,東西セクシヨンの写真撮影及び微細図実測を行なう。地形測量は本日全ての予

定を終了した。

第 8日 (3月 28日 )晴のち雲 り,作業開始午前 9時 0分 ,作業終了午後 5時30分

測量班としての作業は,昨 日で地形測量を完了した為,第二班発堀班 (7,8号小丘)に

順次労力を回し,作業に伴なう平面図作成セクシヨン実測を行なう。

第 9日 (3月 29日 )雨のち雲 り,作業開始午後 2時 0分 ,作業終了午後 6時 0分

7号小丘平面プラン実測を完了する。雨中の作業となつた。

第10日 (3月 30日 )雨のち雲 り,作業開始午前 9時30分 ,作業終了午前11時 0分

最終整理の為,雨中マウンドに立つ,雨足すこがる強い中で 8号小丘の平面図を作成,一

応調査を完する。

なお,最後に付記したいことは,調査期間中,山梨考古学研究会飯島進氏 (第 2班発堀班

々長)に 1日 数回となく宿舎～現地間の調査員輸送の労をわず らわした点をご報告申し上げ

これが為調査が円滑に進められたことに対し深甚なる謝意を申し上げる次第である。

(3)東前田遣跡の歴史的環境―塚 川高琢群 の民俗学 的考察― 野 沢 昌 康

今次調査の行なわれた塚川における高塚群の分布状況,形態じ構造等は,本県にこれまで

みられなかつた特質なものであるが,北巨摩郡下には,こ れと同様な小さい高塚群が各所に
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存在している。私はそれらの現状を調査することによつて,塚川における高塚群の性格を考

えてみたい。

】ヒ巨摩郡下における小,高塚群

(1)概   況

北巨摩郡下の古墳の分布は昭和 7年の同郡教育会の調査によれば僅か15基にすぎない。

その後の調査によつてこの数は若千摩えているが,本県としては郡内,河内とともに古墳

分布の稀少地域といえる。富士塚,経塚も若千みられるが,それよりも驚くべきは,高さ

1メ _ト ルにも達しないような,上だけで築いた小円丘が未開墾の山林 ,原野に彩しく存

在していることである。

いずれも人家に近い所に,道路に平行したような状態で並んでいるのに,こ れまで殆ん

ど報告もなく,大部分に名前さえついていないことは実に珍らしいことといえよう。これ

らの存在が余 りにあり摩れたためか,或は余 りに小さい盛上にすぎないためか,と に角 ,

その築造の当時は,恐 らく住民全体にかかわるような大きな意味をもち,多数の腸力によ

つて築かれたものと想像されるのに,現在に至つては,その大部分は伝説さえも持つてい

ないのである。

北巨摩郡下のこうした小さい高塚群の存在については,郡誌,町村誌をはじめとして管

見では殆んど報告がない。僅に甲斐国志に 2個所記されていて,それを北巨摩郡勢一班が

引用しているだけである。即ち今の韮崎市穂坂町宮久保の十三塚 (山 川部 l 巨摩郡北山

筋及び古蹟部九 巨摩郡北山筋)と須玉町上津金の十三塚 (古蹟都十 巨摩郡逸見筋)であ

る。北巨摩郡下の小,高塚群を筆者の調査した範囲でまとめると次の如くである。 (不確

認のものは括弧でかこむ )

韮崎市穂坂町宮久保

須玉町上津金

ク  黒森

長坂町夏秋

ク  大八日下村

ク  南新井

ク  塚川東林

高根町下蔵原

ク  中蔵原

夕  上蔵原

3

2

(13)

10

11

2

22

15

12

11
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村山西割上ノ坂

中学北

御山

老が森

ク  箕輪新町

ク  東横森

ク  村山北割大久保

ク  ク   新町旭間

合 計    18か 所

ク
ケ
″
削
対
鋤

ク

ク

ク

ク

ク

少

ク

(5)

(7)

(3)

6

1 (1)

4

1

5

23

2

133茜釜

ほかに近年まで存在していたもの及び未確認のもの

5か所 29茜曇

北巨摩郡は地域広大であるのに人口密度が低いので,部落と都落の間に未開墾の山林 ,

原野が多いが,高根町,長坂町の場合は,そ うした場所に多数の小琢が並んでいるのであ

つた。

これら小塚の特色を概観すると,

位 置 この郡の地形は南低北高で,北方,長野県境方面に八ケ岳その他の高山がそび

え,その南斜面に,ほぼ南北に (多少,東西にかれて)侵蝕谷と須玉川,西川,甲川,鳩

川,深沢川等が走つている。塚の列は,河川と河川の間の丘陵上に,その斜面の方向に従

つて走つている場合が多い。そして多くは部落間を結ぶ道路に並行している。

配列の状況 地勢の走向に従つてほぼ南北に一列に並ぶものが多いが,必ずしも正確で

はなく,弓なりになつているのも,直角に曲つているのもある。一列ではなくて,村山北

割のように四列になつているものもある。塚間の距離も十数メ_ト ルという所が多いが,

3・ 4メ ートルに近接しているもの,数十メ_ト ル離れているものもある。

形 態 古墳や富士塚と著しく相違している点は,こ れらの高塚が概ね甚だ小型である

ことで,場所によつて多少の差はあるが,大部分は直径4メ _ト ル前後,高 さ5～ 60セ ン

チメ_ト ル程度の円形で,傾斜のある場所では橋円形にゆがんでいる。しかし大きさは一

定していないで,中にはあたかも兵隊を引率している分隊長,中隊長のようなズバぬけて

大きいものも存在している。
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内部構造 この塚は凡て土を盛つたもので,中には何らの石積みも,あ るいは中央に火

を掘つて遺体,器物等を埋めた形跡も見られない。写真は,たまたま最近,道路で真二つ

に切 りとられた高根町中蔵原の第三号塚であるが,平坦な地面に単純に盛土したことが明

白にうかがわれる。

村山北割その他のいくつかの塚に,その頂上

を掘 りかえしたもの,真二つに封土をとり去つ

たものがあつた。殊に最近,掘 りかえした例が

多かつたが,何れの場合も埋蔵物があつた らし

い形跡がなかつたし,そ ういう噂も耳にしなか

つた。このことは今回の塚川群塚発掘調査の結

果にもみ られたところで,た またま混入したと

思われる上器片等のほかは,意識的に埋蔵 した

と推定されるものは発見されていない。これは

これ らの塚の性格を考える上に非常に重要な事

柄である。

伝説その他 戦場で討ちとつた敵13人の屍を
高根町中蔵原3号琢 折尺の部分が盛上

したもので,それ以下の層はもとの地層   埋めたという須玉町黒森の例,検地と関係した

である。                帳塚であつたという上津金の例,郷或は荘の境

界を示すものという宮久保の例,十三仏信仰によるものという甲斐国志の例,祖先の奥津

城である塚川その他の例,一族の守 り神 (祝い神)を まつつた例,先祖の信心者が入定し

たという長坂町南新井の例などがあつたが,こ れらの百数十基に比すれば一部分にすぎ

ず,それも古老の話などによつて推察すると,こ れらの塚,築造の意義を全く忘れてしま

つた近世末頃から生れた伝説或は信仰が多いように思われる。大部分の塚が無名であるよ

うに伝説すらも生れなかつたのだとも言えるようである。

これらの中で13塚 と呼ばれてきたものが 2か所,13人塚と呼ばれてきたものが, 1か所

あつたが,13塚の研究については古くはフl田 国男氏,その後は堀一郎氏が代表的 で ある

が,近年,長野県,富山県等でも調査が進み,下伊那地方でも既に14か所もの13塚が発見

されている。長野県の場合も,その位置,配列,形態,内部構造等全く本郡の群塚の場合

と同様である。                             '

13塚は全国的に分布しているが太平洋岸に濃く,中でも関東南部がその35%を しめてい

るが,そ の性格についてフI田 国男氏は堀一郎氏との共著「13塚考」の中で「巷間伝えるが

―- 12-―



如き埋葬塚ならざるは勿論,供養塚となす説にも疑間を抱き,も つと積極的な,村落安寧

のための鎮壇,も しくは修法壇と推測」している。

各 地 の 現 状

高根町下蔵原 (し もくらばら)部 落の東端を,中蔵原から若神子に通ずる道路が北西

から南東に走つている。その道路に沿つて,東側の山林中に14基の塚が一列に並んでいる。

ここは,須玉川の谷間を眼下に見渡す要害の地で,歴史的には多麻荘と熱那荘との境界

にはぼ当つている。伝説等は何もない。

の

の距離れ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

単独

6.0

5,9

4.0

3.5

4.0

4.5

5,0

6.0

4.5

5.0

6.5

5.0

4.5

5,0

0.5

1.0

0.9

0.6

0,7

0.7

0.7

0.8

1.2

0.5

0.8

1.2

0.6

0.6

南に観音寺 他には附近に見当らず

80

10

7

26

3

200

15

60

200

19

16

19

18

11

15

15

11

11

14

7号琢との間は畑,水田

墓地の東南から東にあたる

10号塚との間は同じ山林中である

頂上に大小の石 3っ あり,祝神

墓地の東北

乱掘のあとあり

道路で切断,真二つ

乱掘のあとあり

高根町中蔵原 上蔵原との間,諏訪神社のすぐゴヒ,旧墓地の東 ,山林。東へ約 5度かれ

て南北。

N。 . 直径婉 高 例
|

の
距

次
の

3.0

5.0

3.5

2.5

4.0

4.5

0.7

0.6

0.7

0.3

0.3

0.5
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7

8

9

10

11

12

4.5

7.0

4.0

4.5

5.0

5,0

0.8

1,0

0.3

0.3

0.65

0.7

4

4.5

7

4

6

高根町上蔵原 部落の西側,南北に一列,八が岳へ向かわずつつみ山を指向,墓地山,

山林であるが,旧部落の跡らしく,屋敷を囲む土塁などが残つている。ここの塚は一様に

低く小さい。

N。 . 直径陶 局  胞
次の琢と
の IE▼稚π

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

3.5

3.5

4,0

5.0

4,0

3.0

3.5

3.5

3.0

3.5

3.0

0,35

0.4

0,3

0.55

0.3

0.25

0,3

0.25

0.3

0.3

0.2

13.5

14

13.5

5

5

7

4.5

14

13

14

高根町宮地 高根西小学校の東,宮地郡落の東側,山林が水田中に突出している。その

尾根に 5個の高塚あり。ほぼ南北に走る。

1号塚 南端にあり,最も大きく直径30メ _ト ル余,高 5メ _ト ル余,頂上に盗掘の跡

あ り。

2号塚 1号の】ヒ,やや小,頂上に盗掘の跡あり。 1・ 2号は地形的にも大きさからも

古墳のような感じをうける。或は古墳を利用して13塚を築いたのかも知れない。

3・ 4・ 5号塚ずつと小さく,普通の13塚の大きさ。5号及びその北部に墓石がある。

さらに熱那神社の真東の山林中に単独塚がある。直径 7メ _ト ル,高 1.35メ _ト ル。頂

上に盗掘のあとが 2か所ある。これらの盗掘は何れ迅本格的なものでなく,収穫はなかつ

たと思われる。
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高根町大林 大林部落と建都神社の中間あたりで町営住宅の南,佐久街道沿いの西側 ,

山林中に 1基ある。直径4.3メ _ト ル,高 0.8メ _ト ル。上に石祠がある。最近まで,こ の

7.80メ ートル北に大きいのが 1基あつたという。住宅建築のため潰したが 何も出なかつ

よと。

高根町箕輪 熱那農協のすぐ裏の山林中に4基ある。この配列は不揃いで一定していな

ヽヽ 。

奮農羅桁 |
1

2

3

4

3.0

2.0

4,0

4.5

0,6

0.25

0,4

ォヒ 0.5
南 0。 9

2

1

20

石樹あり

{匙壁慾碁尋修〒是著写位置しその間
急斜面にある

高根町箕輪新町 新町の上,大蔵寺西より少し下つた所に1基だけある。土屋幸雄氏先

祖の奥津城と称している。松,杉,雑木林の中で傾斜地である。直径 6メ _ト ル,高 1.3

メ_ト ル。

高根町東横森 東横森と西横森の中間で道路の両側にある。4基は西側ほぼ南北に並び

1基だけ東側にある。藪が深く奥へ入れない。

NO。 1 直径胞 島  脇
の琢 と

1

2

3

4

5

4.0

6.0

7.5

6.0

5.0

0,45

1,0

1,2

1.0

0,7

13

1.5

4

2号 との間3

道路の西側で南端

道路の東側のと基

高根町村山】ヒ割旭 箕輪新町金比羅社と旭部落の中間上,南北に通る道路の西側に 2基。

南北に並が。

NO。
1 直径 翻 1 高 翻 1 経 霊 9 1

1

2

8.8

4.5

1.3

0.3

頂上盗掘

頂上盗掘

高根町村山】ヒ割大久保 町役場か ら北へ農協を通 り長沢へ通ずる道路の中程,山林の中。
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見晴らしよし。ほぼ南北に走る道路に並行して両側にある。地元の人は「お塚」と呼んで

いる。今回,調査した中では最も群集していたoこ こは乱掘がひどい。何れも最近のもの

で,塚川発掘調餐の刺激かも知れない。但し,掘 つた上が残つていないのもあるが,苗代

にいれたことも考えられる。

直径孵 1 高 阿
 |

の

の距

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

6.0

4.0

2.5

2.0

2.5

6.0

6.0

7.5

5.0

3.0

3.5

4,0

3.5

4.0

4.5

3.0

4.0

3.0

3.0

3.5

3.0

4,0

4.0

1.1

0.5

0,3

0.25

0,3

0.3

0.3

0,9

0.8

0.3

0.5

0.6

0,7

0。 75

0.6

0.4

0.5

0,7

0.4

0.5

0.4

0.5

0.5

高根町村山西割上ノ反 高根中学グランド南,松林,道路に平行して稜線上に 2基が南

北に並が。それを北に延長したグランド内に学校創立でグランドを造る時まで5基あつた

という。これを更に北に延長したと考える場合,ほぼその線上に 1基ある。北,西,東割

の境界線近くで,く るめ塚 (入定塚)と 呼ぶoお よそ直径は 6メ _ト ル,高 さは 2メ _ト

ルくらいで上に,卵塔が一つ立うている。

4

14

4

4

15

13

16

13

36

14

8

7

{嘉写亀?間
14メ ートル低平,

低平

真中の上をとつてある

最近,上をとつたばかり

最近,掘つてある

5 {易最七写塚著
40メ ートル,幕半分に

真中を乱掘

3.0 1 15号との距離60メ ートル

5.0 1 真中乱掘
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NO. 直径π 高  
“

径羅9 備 考

1

2

4.0

5,0

1.0

1.0

9 南側にある

なお,老が森の畑の中に近年まで3基あつたが開墾してしまつた。5尺 くらいの高さで

附近の黒い上を基つたもので何も出なかつた (耕作者大柴氏談)。 字,御山 (みやま)に

も7基ぐらいあつた (手塚向男氏談)。

長坂町大八日 (おおぼつた)下村 (し もむら)の塚つ原,路の東側11基 ,少 し (12度 )

西にふれ南】ヒに並がo熱那荘の西境,古い時代は夏秋村に属す。塚の間に江戸末,明治の

石塔多数あり。

直径解 高 翻N。 .

長坂町塚
'II(つ

かかわ)ほ ぼ北から南へ並流する鳩川, 甲川にはさまれた低い丘陵

(出林),その陵線上に一列に並んで11基 ,さ らにその附近ぃとl碁分布レているo今年,中

央道遺跡調査団によつて発掘したたところである9

N。 . 直径 "

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

1

2

3

4

5

4.0

3.5

4.0

4.0

4.5

5.5

6.0

5,0

4,0

4.5

4.5

0.35

0.5

0.4

0.5

0.8

0.8

1.3

0,7

0,6

0.6

0,6

真中が掘つてある

6号 との間に石塔 8基

e号との間に石塔 4基

5.O

7.0

6.0

5,0

6.0 18
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頂上に少し掘つた跡あり



6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

0.9160

8.0

8,0

6.0

5,6

4.0

4.8

6.0

8.0

9--11

3.2

4.2

5,0

4.0

4.0

4.0

4.0

19.

18

15

16

19

0.4

0.62

1.36

1.29

0.37
--1.39

0,72
--1.44

0.56
--1.36

0,3

0.3

0,3

(石
桐,墓碑 ,

完全に掘 られている

武井家奥津城
(大正 4年の碑文)

(記入のない所は未測量である)

須玉町小尾 柳田国男氏の「13塚考」によると,小字黒森に13人塚があることが「旅 と

伝説」第 9巻第 4号に報告されている。かつて,こ の地が戦場 となつた時,討ち取つた敵

の屍を埋めたというのであるが,現存するや否や筆者は未調査である。

3,考 察

13塚のことは,本県では殆んど未調査で,僅に前記「13塚考」の中に,4か所あげられ

ているにすぎない。

北巨摩郡穂坂村宮久保    13塚   (郡志下 )

ク   津金村上津金 13塚   (国 志 )

ク   増富村小尾字黒森  13人塚  (旅 と伝説 9ノ 4)

中臣摩郡大鎌田村大里南耕地小字13塚 ,最後の大鎌田村 (甲府市大里町)に も今は全く

痕跡もみられない。甲斐国志の中にも,13塚のことは,宮久保,上津金以外には全く見え

ていないが,13塚 と関係ありそうなものは2,3あ り,何れも郡内である。現地について

は未調査であるが,13塚分布の濃密地帯である相模に接 しているので,その習俗が伝わつ

ていたかも知れない。
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以上のほか,県内では,現存の主な史籍,郡市町村誌等を小字名に至るまで調査してみ

たが「13塚」なる文字,叉は関係すると思われる記事を発見することはできなかつた。軽

々に断言できないことであるが,本県の13塚築造の習俗は地域的に北巨摩郡に盛行 し,そ

のほかは相模に接壌 した郡内地方にも行なわれた らしい。

北巨摩郡下に百数十基分布 している小さい高塚群は,その分布状況,形態,構造等か ら

考察 して結局,こ れ らは所謂,13塚系統のものに属すると考えられ,問題は意外に広 く深

いつなが りを持つたものであることを知つた。築琢の習俗は遠 く古代に遡 り,古墳の成立

とも深い関係がある上に,さ らに中世,近世の神,仏 ,道三教の信仰もこれに大きく関与

している。いずれにしても,こ うした古 く大きい信仰の流れの中の一時期 (中世 ?)の信

仰離跡であることは間違いない。人々の居住する村々に接近 していることは人々の日常生

活 と深い関係があつたことが想像される。

柳田国男氏の専門的見解は前記の如 くであるが,こ れは御霊信仰やサヘの神,ク ナ ドの

神の信仰などとも密接な関係があつたろうと想像される。従つてやは り,墓所或は境塚 と

いうより,個人,家族或は村落全体のための供養所,修法壇であ り,か つてそこの住民が

精神上の防塁として,陰陽師,山伏,法師などの司祭の下に積極的な信仰心を表示 したも

のと考えるのがよいように思われる。

4 遺 物包含 層調査

樋文文化初頭の遺物について

―北巨摩郡長町字東前田所在のNo132地点―

包合層の発掘地点の設定にあたつては,さ きに日本道

路公団がセンター杭標識をたてたNo.130及 び No.132地

点の攪乱の範囲が狭い箇所に設定を決め,杭を設置する

ために掘 られたローム層に混つて出土が確認された礫器

写真 P24の 3及び,セ ンター両側25紀 以内の地点より黒躍

石片 P23の 5の表面採集をもつて発掘作業が開始された。

発掘区は第 1区 (2.3η ×9η )及び第 1区 (1.5紀 ×

5η )と し各々表土層をはぐ (雑木林山中 )

第 1層 ,表土層で ,黒味のある腐殖土層20～ 25c解でぁ

る。第 1層はやや粘性ののある黒禍色土層で10～ 15θ″位

で共に遺物の包合は全 く見 られない。第Ⅲ層はややしま

つた感じの粘性ある禍色土層20～25c寛で ,その下部の位

山 本 寿 々 雄

無 文 系 土 器 (表面)

―- 19 -―



置 より第 I区では礫器 2点 P.24 NolNo2及 び無文系土

器 P19,20片及び第 1区では打製石斧 1点 P25.No4の

出土を確認することができた。

一 出土遺物につしヽて 一

今回の発掘調査の目的は,以後引つづいておこなわ

れる発掘調査にさきがけてどのような層序を示してい

るかを ,あ らかじめ知る上での手がか りをつかむため

のものであつた。

出土遺物そのものの量は僅かであつたが,予期した

とお り第 Ⅲ層下部か ら古い時期に所属すると考えられ

る縄文式土器片及び石器を検出することに成功した。

≪ 上  器 ≫

この縄文式上器片は第 1

区第Ⅲ層の最下部より出上

したものである。

無文系の上器であるが本

郡下には出土を確認した前

例がなく,山梨県内では僅

かに ①都留市内大幡川涯

面の第Ⅳ層より出土をみて

いる同種の無文系土器及び

②本年7月 発掘調査を実施

した南都留郡河口湖町ウノ

ンマB区第 8層 出上の例が

無支系土器 (裏面)

拡 大 写 真

拡 大 写 真

層序的にはよりどころである。

幸なことに,こ の破片 1ケ の上器は,日縁部のものであり,次のような特徴をあげるこ

とが出来ようかと思う。

即ち暗禍色で厚いところで 9筋″内外,(拡大写真参照)秒粒を含んでいる。口縁部の断

面を観察すると,その先端がうすくとがつている。

―- 20 -―



②

イ

①

イ

① 『東 前 田』 (イ )……。日唇部

② 『大幡川田層』 (イ )……・ ″

口……表面  (ハ )… …裏面 (二)断面

口 …… Ⅲ 〃   (ハ )・ ……・ ″  (二 )″

この部分をつくり出すのには,粘土をさらにうすくはりつけてヘラ状工具のようなもの

で引いた跡を有している。特に裏面においてはそのためにかすかな隆起を生じている。表

面口辰部では粘土がはみ出した跡を有しているのも又特徴であろう。全体としては砂粒を

含有しているために,調整の時に移動したらしい秒粒の跡を残す手法である。また口縁部^

は直口するらしい。この口縁部片を比較すると前述の大購川第Ⅳ層下部出土の場合のもの

に類似点をみとめることが出来る。即ち暗褐色で,砂粒を含み,粘土をうすく口居部上に

のせ調整痕を残している。この場合粘土は,器面にはみ出さなくてかすかな微隆起になつ

ているのが異る点であろう。砂粒がその調整のために移動みた跡や,こ の場合は指頭痕み
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しいものすら感じられる,焼成は余 りよくない。日縁部は直口と考えられるが,丸味をお

びているのも特徴である。

(付表) 日本各地域出土縄文文化初頭の無文系土器集成
1969(山本寿々雄)

日 向 洞 穴 日向Ⅳ類 ,無文平底土器,特異な山形状文様の押形
を含める山形県東置

初頭の文
研究 5号1967

子 Ⅱ類土器日向 (V類上器)「 V類ではなくⅥ類の
りか 山本」

「 中沢Ⅳ類土器 (日 向 V類土器 )

日向

陰
  十一ノ沢Ⅳ類土器

穴  |
|    

〃

隣
Ⅲ層 錬 土約 第 V層 轍 蝸

弥。輝
考
別

坂
本
特

江
日
査

む じな 岩 陰

上

。佐 々木洋治氏教示
史第 1巻に所収こ

1969

浩昌。埼玉県
跡石器時代 8号 1

1斯曇喜倉擦藁爆唇全静袈

父市上影森
赤褐色,黒裾色等で 3～ 4″π最下層出土,口 辺部外
する。

。金

81横茨
坂 貝 琢

I式上器無文あるいは擦痕のある土器黒裾色 ,

口縁部外反。直口する口縁部から胴部にか″
須賀市若松町45番地 8″π位のものが最も多い。土器内部表面に擦痕
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文
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ノ
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湖
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湖

林ヽ達雄。長野県荷取
I上の微隆起線文土器
「器時代 6号  196う長罫県至水円署5儒村 1暑蜃酷念豊gtt3争会悟餘稔:露じ呑景魯三警患を
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萱資昆擾纂夏曇肇
 1最懲民1皇自車ξ愁警皇ヨ§ζ:浮序身こ唇暴章

釈峡遺跡群発掘調査団①

1広
島県比婆郡東城町

 医轟言冠予辱惹拝艤蓮夏云箪鍾Ⅲ
【赫毎〔g。 励忙終¢

|(潮

見浩)

1964

不動ガ岩 洞 穴  1厚手無文上器………50余片
手基臭ヱ桑偲な全表など絶義1晋祭箸警挙縁査緒/rnlB tt M煎 か HIXIT I料 の 増 加 に 伴 い こ れ ら 厚 : 絶義1晋祭箸警挙縁査緒契発

1別
委員会    1967

義1晋

1高

知県高岡郡佐川町
 1解 I掘客冬あ返ぢと

違ぴ託
gズ

詠繁川測
第Ⅵ層無支薄手上器 坂輝弥。同上 1967

1長
崎県佐世保市松 �厚虐象伝粂異奎熟笹奎1器

と同様に爪形支土器出

1麻

生 優。同上 1967

覺査買歯簗掃型刃
1靭 厚歯F無

文土器。下部は細刃器細石核と共に
刊
６７

集
１９

姉路
　一

島
学

児
古

鹿
考・Ｈ跡

党
遺

さてこのように比較をしてみる場合,同 じ縄文式土器の早期初頭に属するものと考えら

れる無文系の土器の日本各地域出上のものについても詳細に比較検討をしてみることも必

要なことと思 う。そのような意味もあつて付表 としてかかげておいた。今回の場合のもの

は,例 えば,日縁部断面が うす く尖つて

いる感じか らいえば,或は ②相模平坂

貝塚 Ⅱ類にその近似性が求め られるかも

知れない。

又最近 ,未発表ではあるが ③佐々木

洋治氏調査になる山形県東置賜郡高畠町

内のむじな岩陰出上の第 1類土器 (未発

表)に も近いものとも考えられる。

(同 氏高畠町史第一巻に所収予定 )

さらに昭和44年 7月 に発掘を実施した

南都留郡河口湖町大字大石小字湖中地籍

佐々木洋治氏による

こ納 ▼藉主帝

ノ

み ×口量断面
史予ちt灰 夢させg潟

ル上ィ宝1を なりでタ
ァ)えウウlB F狗ワワtて

調 整

外反というょり
直口ぎみ

→ 口辺部直日したもの

①

→ 禦8察竪輩蓄晃管赤帯を附加
し,口縁

②
むじな岩陰 Ⅱ類
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のウノンマ遺跡では,同様無文系の土器が,第 8層か ら押形文 (山形 ,精円)絡条体を廻

転せずに引きず つてつけた条痕土器 ,撚糸文土器に混つて出土する事実のあることが確認

されるにいたつた。

この場合の無文系土器は口居部の断面が尖 らずむしろ平坦であることは,む じな岩陰 I

類のNo.1に共通している。 (P23拓本参照)こ のようなことか ら,こ れ らのものとの関

連性も考えられてくるし(報告書作成中)こ の場合下層か らは爪形文土器や ,隆帯文土器が

出上 している事実か らも考えてこの一片の組文土器片のもた らす意味が理解できるものと

思 う。

(参考ウノンマ遺跡出土の事例第 8層 )

第 8層の無文系の上器

ヽ▼′

■章.■

■坤■F

i■ |||

2
一議
醸

一
掛
鞍

，
９

≡
傘

す
と

最下部出上の隆帯文・爪形支土器

|ギ群1轡1群|ぱ響riwl智1澪



≪ 石  器 >

設定区の 1区からは礫器 2点共に複輝石安山岩製のもの及びⅡ区から打製石斧 1点が検

出された共に第Ⅲ層の下部からであり,縄文文化層の中で古い時期のものと考えられる。

(写真及び実測図参照 )

７
′

5

' 1警
:

|■|●●とilⅢI孝

参 考 (0

(都留市大幡川断崖砂礫層直上(第四層)出上の例)

畿 |||

礫 器 実 測 1/2 (N0132地点)

|■:緯Ⅲ
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この種のものについては①大月市宮谷遺跡のB区 2層下都出土の礫器。或は⑤上野原町

談合坂包含層第四 トレンチ (自 然面を残している)の もの。富士吉田市大明見洞穴よりの

出土品などがあげられるが,大月市宮谷遺跡出土の礫器に一番近いものと考えられる。

談合坂の例では自然面を残すとともに磨かれている。富士吉田市大明洞穴の例も同じ系

統である。荒割の加工跡を残すことと自然面を残していることでは宮谷のそれと同じであ

ることを注目したい。実測図 1は長さ10.5θ筋巾10,9θ2厚 6.3θ″。 同 2は長さ6.7c″ 巾4.9θ″

厚さ3.5cπ の小型のものである。

叉別に地区設定のきつかけをつくつた No.132地 点のローム層出上の礫器は (P25)長

さ10.3c確巾9.8θ筋半割の厚さ3.lθ″これも複輝石安山岩のものである。実測図 3は ,第 2区

出土の石斧で打製長さ 11.lC″ 巾4.4θ″厚さ1,6θ2で砂岩 (Sand StOne)千枚岩質のもので

ある。な消別にセンター抗内から黒曜石製の石器 1点がある。写真 No.5

以上は今回の包含層班の調査結果の遺物であるが出土数は少ない他日の機会に考察を力H

えることにする。又石質鑑定は甲府盆地第四紀研究グループの藤本丑雄氏によるものであ

る。

写真 6は ,東前日の無文土器表裏面。7は ,左大幡川第四層下部出上の無文土器の表裏

面である。

実測図1 第 1区 Ⅲ層下都

o                         15cm
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石 器 実 測 72

実測図3第 2区 皿層下部

実測図2 第 1区皿層下部

献文考参

① 山 本 寿

② 岡 本

③ 佐 々

④ 山 本

⑤ 同上

々 雄
山梨県大幡川断崖秒礫層直上 (第四層)

より出上した細石器,有舌尖頭器および
土器について

相 模 平 坂 只 塚

山形県高畠町むじな岩陰の調査

縄文文化の出土遺物について(宮谷B区 )

甲斐考古10 昭42

騎台史学 3号昭27

未 発 表

中央自動車道発掘
調査報告書 昭41

同上    同上

洋

　

々

木

　

寿

勇

治

雄
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東前田付近のロームの重鉱物組成

長坂付近のロームの産状は,上部か ら,表土,ソ フトローム (黄白色),禍色ハード

ローム,浮石層 (Pm_1:責 色ところにより,黄色の下位に白色の浮石層がある),

青白色粘土,裾鉄鉱帯,青黄白色粘土 ,チ ヨコンー トロームと下部に重なる。

重鉱物組成は第 1図 ,第 1表のようになる。

○ 即ちンソ輝石,普通輝石,角 閃石,磁鉄鉱 ,赤鉱鉱 ,不明鉱物 (風化粒)な どであ,

る。

ンソ輝石 (38,6～40,4%),磁 鉄鉱 (48.1～ 54.3)が最も多 く,普通輝石 (2.5～ 7.7

%)角閃石 (2.8～0.5%),赤鉄鉱 (0.5～0.9%)不 明鉱物 (風化粒,1.4-2.8%)が

僅かに含まれている。

第 1層か ら第 6層 まで全部が禍色ハードローム (braWn hard Laum)で ある。 層

序か ら見ると,上部のソフトロームおよび下部の浮石層 (Pm_1)を 欠いている。

組成的には殆んど同じである。

考古学上重要な石器遺物が産出したのは第 3層である。

重鉱物組成か ら第 2図 ,第 3図穴山 (次第窪)の浮石屠の上部にある禍色ハー ドロー

ム1.2.3.4に 相当する。

組成の上か ら八ケ岳山麓では北西麓の笹原 (富士見と諏訪湖の中間)に分布している

新期 ローム (北沢和男,河西晋平 1967)に類似している。(僅かに普通輝石が少ない)

八 ケ岳起源の新期 ロー ムに対比 され る。

長 坂 重 鉱 物 組 成  第 1図

Hb Aug Hyp Mg Hem Oth H/T
Oァを    40    0    60      0    40    0   60

0   40     0     80     0   40フ ぢ

(甲府盆地第四紀研究グループ)
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m<★山>

ロ ー ム 柱 状 図 (第 2図 )

1967.8.4

表±30θπ

soft.L.黄 白色

CraCttd.br.hard. L.

hard. L  170C″

Pm―-l  Yel10、 v,  110θ″

Pm-l vhite.   4ο″

青白色粘±     10CЙ
LimOnite.         5θ2

青白色粘±     18c筋
C■ o3ol atε .        27ο 物

S3oria桜乏り    ´

黄褐色 L     459π
黒色スコフヤ混 り L.5ひ″

黄裾色スコリヤ混 りL.702

S3ori a涯己り     3CIC″

(甲府盆地第 4紀研究グループ 1967)

穴山 (次第窪 )重鉱物組成

(甲府盆地第四紀究グループ 1967)
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2

(1)1.40・ 41.42号塚

釘)塚 の 形 状 と 地 貌

遺 跡 の 発 堀 調 査 概 要

第 1班の調査した10号 .■号.12号塚は,第 2班の調査した 7.8,9号塚の丘陵線より西に

18紀 余離れ,やや西に微傾斜した中腹のほぼ同一の等高線上に南北に並列して占地していた

なお付近にやや不規則な配置で13号 ,14号塚が点在する。 (分布図)こ のうち14号塚は ,

云承では古墳やも知れないと,か つて乱掘をうけ (遺物は全 く認められなかつたといわれ

る。)琢の原形をとどめず,凹状に窪地が出来ている。第 6号塚は 7号塚より小径をはさ

んで北に立地し,ほぼ平担地に占地しているが,小径によつて南側の基部をけず り取られ

ている。 1号塚は最も小さく,西にやや微傾斜した地形に占地し,東側のやや大形の塚ま

で13舵 余離れている。調査対象となつた10.11.12号および 6号, 1号琢の計測結果は次

のとお りである。

の
東  西

'―
ム 盈う 内部遺構 出 土 品 1調 査 同時

朗晴野上

言了  】ヒ

10号

11号

12号

13号

6号

1号

4,90

7.17

4.60

3.65

6.00

5.80

と.60

5。 20

4.75

3.75

6.00

5,30

1.02

1,05

1.08

72

50

な

な

な

し

し

し

な  し

炭わずか

炭わずか

炭わずか

廃土あり

3.25⌒ v3.28

3.21-3.24

3.21-3 24

3.29-4. 6

3.29′―Ψ4. 6

し

し

以上のごとく,その塚形はほぼ円丘をなしているが,盛土は微量で,いずれも基部が定

かではない。10～12号は特にその間隔がせまく,10号 と11号の間が約 lη ,11号 と12号の

間が約1.50η で,ほ とんど区別があるかなしか位であるが,それだけに10号の中心点か ら

13号の中心点までの距離もわずかに 12.50舵 10号 と11号の中心点距離は 6.15縮 と小さい。

6号 , 1号の高さが余 りないのは,と もに頂部の原形が崩れたか らであろ うが,'と くに 1

号は僅かに高さが5.Oη で,そのかわ り基 部が割に広がつているのは,盛 土をならしてし

まつたか らであろう。

N。 .

な

　

な
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発掘調査前における地貌の観察は以上のごとくであつたが,な消下草を刈 り,地表面を

清掃して盛上の様相を調査してみたが, 6号 および10号 に,各 1個づつの秒岩の礫石が見

っかちたほかは,他には全 く小礫石もなく,須恵 ,上師,かわ らけ等も発見は皆無であつ

ki。

l「l 発堀調査の経過

塚の形状が比較的原形をとどめていると思われる10,11.12号の内部構造の調査に当つ

て,われわれは,ほぼその中軸線上に,即ち10号 は東西に,11,12号 は南北にそれぞれ ト

レンチを入れる計画を立てた。 (第 4図 )こ れは該塚の性格が北巨摩郡下に特に多い高塚

群の一例として (山梨県】ヒ臣摩郡にみ られる高塚群について 野沢昌康 甲斐路特集号 )

その内容がほとんど不明であること,ま たボーリング等の結果か らも,高塚が古墳や富士

塚,経塚などと,その性格が著しく相違している点を考慮し,主 として盛上の性格を究明

することに主眼をおき,3基の塚をそれぞれ東西,南北に真二つに割つて,その地形 ,傾

斜度,立地条件,ロ ーム層との関係を分析してみようとしたものである。従つて10号 は幅

1.5η の トレンチを東西に入れて,ほば塚の南半分を切 り,(第 3図 )11号 ,12号は幅1.5

れの トレンチを,それぞれ南北に入れて,塚の西半分を切断する方法をとつてみたのであ

る。 (第 4図 )

次に 6号 , 1号塚は丘陵頂部のわ りに平坦地に構築されていたのでそれぞれ東西に割つ

て頂部付近のローム層上にどのように位置づけられているかを確認することとした。

(第 6図 ,第 7図 )

その結果は,塚の築造に当つて,特にローム層を切取 り,も しくは掘込んで,塚を築い

た形勢はどの塚にも見 られず ,二層,も しくは三層の黒裾色の腐植土層の上に盛土が築き

上げ られていることを知 つた。また二層,三層の腐植土は明瞭なものではなく,著しく入

り混じつてお り,塚の構築時に二層,三層に入 り混じつたものの如 くである。また盛土に

使用の土は,遠方か ら運んできたものではなく,塚の周囲の上をかきよせたと思われ,と

くに塚群がすぐ隣接して並列している10～13号塚の場合を見ると,傾斜した丘陵の縁を多

く削 り取つているために,遠 くか ら眺めるとテラス状に平 らに見える。また塚を築造のた

めに削 り取つた場所は,ロ ーム層までの層位が著しく浅い。また傾斜度の強い地形の塚は

盛上が低い地形に余計に盛 られているために,平担部の塚 (1号 , 6号 )に較べて基部が

やや厚みをもつている。
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内部構造は発掘の 5基 ともに,全 く特殊な追構は認められなかつた。すべて単純な盛土

の性格を持ち,従つて遺物等も塚に結びつくものはなに一つも発見されなかつた。以下は

各号の内容である。

10  号

前記のように,塚上の表面に砂岩の礫石 1値があつたのみで,内部はローム層に至るま

で,ま つたく遺構も遺物らしきものも検出できなかつた。トレンチは東側は表土から400筋

で早 くもローム層とな り,西側は地形が傾斜しているのでローム層との区別は明確さを欠

いていた焼土,炭 などの発見もなく,盛土はローム層にいたるまで概して柔 らかく,盛土

屑は二層もしくは三層に見えるが,他の塚と違つて病植した黒褐色土層がとりわけ定かと

いう程ではなくて,セ クシヨンが取 りにくい程であつた。

子       フ       θ

・一　
一

写

露務 色上形 (盛 上う

家蒻色■形岱5

笠Ξ覆葺夏豆■4■ ■舞」|
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11    1許

本塚もローム層をとくに掘 りこんで盛土した形勢は見られなかつた。内部遺構も遺物も

まつたくなかつたが,盛土の深さ30～400%か ら炭のごく微小のものが2ヶ 所ほど検出され

た盛土は10号 と同様に乗かく,P… ム層にいたつて急に固くなる。盛土層は二層粥瞭に現

われてお り,上層にロームの混土がかえつて多かつた。

12  号

本塚の盛土層は三層もしくは四層に分れていたが,やはりここでもローム層に切込んだ

様子はなく,も ちろん遺構も遺4/2も 内部から発見されていない。ただし11号 と同じように

盛土中,深 さ20θπから4002にかけて焼土と炭が僅かながら検出できた。盛土は柔らかく,

ローム層にいたつて固くなる。

本塚は,ほぼ平垣地に立地しているが,やや西に微傾斜をもち,それが盛土の層位変化

にも微妙に影響している。 (第 2図)頂部か らローム層まで僅かに72c″で,盛土は二層も

しくは三層の条線をつ くっている。マウンド西隅,表土か ら200紡のところか ら砂岩の礫石

1個が検出された自然の混入と思える。盛上の基部両端をみると,東側は表土か らローム

まで僅かに30cπ ,西側は35η と非常に浅い。内部遺構および遺物は検出できなかつたが ,

塚中心都真下に 1個のピツトを発見,穴の大きさ径35θ″ほどのもので,そ こを lη 幅に一

応残 して周 りか ら検出していったところ,木の根を発見した。これは 1号 と同種のものと

推定された (図版 No.12参照)但 しその付近か ら僅かなが ら炭と焼土を発見している。

1      号

本塚も,ほば平担地に立地しているが,全般にはやや西に傾きをもちごく微小の盛 り上

りをもつた塚である。 (第 7図)頂部からローム層まで僅かに500筋 の塚形しか示していな

いがこれは基部の径 6η 近い大きさを考えるとき,いかにしても低 く,恐 らく盛土を削つ

てしまつたのであろう。表土か らローム層まで平均40c初でぁるが,盛土にあたつて,ロ ー

ムを削つた跡は見当 らなかつた。この塚には 6号 と同じように塚の中央に木の根が垂直に

立つて腐植した様相がそのまま残されていた。それはすでに腐植土 と化してお り,それを

堀 りこんでいくと, 1つのピツトとなつた 。 (図版No.1)これは 6号でなんであろうか

と悩んだのだが結局自然のいたず らだつたわけである。ただ注意すべきは,こ こでも40θ筋

前後からロームの近 くに焼土 と炭がごく微量ながら検出された。また盛土は一層もしくは

号
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二層の腐植土層が見られ,こ の塚は他に較べてやや黒味が強かつた。

内部からは遺構も遺物も全く発見されていない。

以上調査の概要を通して言えることは,こ の高塚群は,内部に特殊遺構も遣物もともな

つていないが,しかし盛上の中間からローム層の近くにかけて,炭もしくは焼上の微細な

検出を一様にともなつていることである。また塚の中央部に6,1号のごとく,一本の樹

木を植えているものがあり,それが長年月の間に粘土質の回い層となつて,ピ ツトのごと

く検出され,人為的な姿をとどめていることである。

飯島 進・谷日一夫

り)7.3 号 塚

釘)塚の形状と地貌

7号塚小丘発堀調査

7号小丘は発堀第 2班 (飯島進班長)の手により作業が進められた。一部小丘測量の結果

東】ヒ部に破壊の痕跡がみ られたが,南北 8確 ,巾 1.5紀 の発堀 トレンチ内に於ては保存状況

は良好で,所謂原形をほとんど残されているものと理解される。調査の結果本小丘は全て盛

上で,その上砂は遠方より運んだというよりは主に小丘東部か らのかき上げという姿が想定

さ4と ら″しる。

7号小丘は底部基盤に至るまでは何 ら遺物の確認がなく若干盛土間に小さな礫及び型式窮

の判定困難な土師器小破片が二三認められたが,その位置及び状況か らして小丘築造時に偶

然混入の線が強い。つまり人為的に埋葬されたとは考えられない状況にある。然し乍 ら底都

に至つて縦200c″横170θ2,深 73o2楕 円状矩形の落ち込みが小丘中心部に確認された図版No7

この落込みは,入口部分 (南西)に段がつけ られてお リー応本小丘の内部構造として取扱ら

てみても良いものである。所謂埋葬の目的に造 られた遺構であることは充分に認められる。

しかし,こ の落込みの中に何の遺物も残されてなく,本小丘の充分なる性格を知 り得る完全

資料はついに確認出来なかつた。

8号小丘発堀調査概況

飯島 進 。谷ロー夫

8号小丘も7号小丘と同様発掘第 2班 (飯島進班長)の手で調査が進められた。 8号河ヽ丘は

7号小丘の頂上部との間隔は12π で南方に一列に位置している。8号小丘は7号小丘と同様か

むしろそれ以上に良好な形状で保存されている。7号 と同様に発掘調査の結果は小丘の全てが
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盛上であ り,それも小丘東側よりの上秒を盛上げた様な形跡が確認出来る。

8号小丘南北,東西セクシヨン実測図

7号小丘底部遺構実測図

4m

7号小丘南北セクシヨン実測図
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全般的に 8号小丘の盛土は西南方向に流されている°発堀調査は小丘中心点にほば東西,南

北 と十字に切 り北西部をA区 ,北東区をB区 ,南西部をC区 ,南東部をD区 と設定し,D区を

除きA区 ,C区,B区の順に進められた。この結果A区発堀に於て小丘北端のセクシ ヨン最下

部に於て濤が確認された。濤の規模は約30θ 921ま ど掘 りくばめられてお り,明 らかに 8号小丘築

造時につくられたものであることは確実 と思われる。

遺物は 7号小丘と同様に明らかに埋葬されたと思われるものは確認出来ず ,偶然混入と思わ

れる状況で土師器の小形破片 1点 ,キづ くねの土器底部破片 1点それに河原石がロームの硬質

ブロツクが板状になつている周囲か ら出土した。この 8号小丘には 7号小丘にて確認されたよ

うな基盤に堀 りくばめられた内部遺構は最後まで確認出来なかつたが,あ るいは硬質ブロツク

が板状になつている,こ の辺が内部主体に核当するものでないかと思われる。

また,こ の部分に直立し炭化した細い木が四本円形状で存在したが,こ れは最終的に木の根

であることが判明した。C区に引つづきB区の盛土がはがされたが,こ のB区に於てもA区で

確認された濤が認められた。その形状は 8号小丘の盛土にそつて丸みをおびている所か ら周濤

のごときものである事が想定させ られた。 8号小丘のA区 ,B区のセクン ヨン壁を取 り,東西

セクシ ヨンを出したが盛上の状況は基盤面直上 2～ 3層 ,及び中央部はそれぞれ水平に推積し

ていた。濤 も中心ポイン トよりC,D区 を除いた二区か ら発見され ,ほば周濤であるとみ られ

る。この周濤には腐触土が流れ込みレンズ状になつている様である。B区に於ける石は 3個あ

り,丸い河原石の一つは小丘頂と基盤の中間に存在し,割れた 7× 4c″ の石はそれより1002下

方に存在 ,も う一つの河原石は小丘東端の基盤上に存在していたo調査によるといずれの石も

関連性にとぼしいoC区では基盤直上まで掘下げたが,部分的に堅い層があつた。この層はA

区のネンド状の層とは違い若千柔かい感じである。                 、

なお,こ こか ら上層で土師器の小型破片が一片出土したが流れ込んだものと想定される。

なお,A区のネンド状の層位は東西セクシ ヨンの対比される層にブロツク的に存在するよう

であつた o

結局, 8号小丘にあつてはD区を残 し盛上の全てをはいだが,A～ B区に亘 り周濤 と思われ

る遺構の確認が出来た以外は甥らかな内部主体の存在は明らかに出来なかつた。

なお,B区小丘中心点の基盤は若干高 くなつてお り,こ の中に若千のカーボンが確認された

が,あ えて指摘するなら8号小丘の内部主体は 7号小丘と違い基盤上にあつたものと理解して

良いと思われる。

周濤 と思われる遺構については地形が西に下がつているので東側は濤が深 く,西側に浅 くな
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る形状を塁 してその巾は lη程度,深さは25～ 30η で中央に深 く,セ クシ ヨンはゆるやかな弧

を成 している。

7・ 8号小丘発堀調査に基づ く所見

7・ 8号小丘とも,当初予測された通 り,時代を判別し得る遺物の出土はみられなかつた。

然し,こ の東前田丘陵上に占地した小丘群の中にあつて,7・ 8号小丘は比較的大型の部類に

属 し,かつ盛土の堆積状況が良好に保存されていたので,或はこの地方小丘群の性格が考古学

的に解明されるかも知れぬとの期待もあつたのであるが遂に良好な資料は存在 しなかつた。顕

著な遺物の存在がない以上考古学調査として,いたずらに本小丘群の性格を論ずるわけにはい

かないので,ま ずその点を御了解願いたい。

若千出上した小型土師器片,及び河原石及び割石については,本小丘群の性格を知る上で直

接的に参考にならないと判断した。

しかし,7号小丘にみられた内部構造と思われる遺構及び, 8号小丘にみられた周濤 とみら

れる遺構は新たなる資料として提供出来るものと思われる。今後類例遺跡の調査によつて,こ

の種遺構の解明に笏める必要を痛感 した次第である。

なお,7,8号 小丘発掘調査に於ては,時間的都合もあり,よ り詳細な解説が加えられなか

つたが,これは他日の機会をまつて改めて報告 したい。

最後に,7, 8号小丘発掘調査に尽力下さつた上川名昭,川崎義雄両氏,及び発掘及び図版

トレースに献身的努力を下さつた末木健氏等に改めて謝意を表する次第である。
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lHl 発掘調査の経過

東林古墳群発掘調査の第 2班の作業は,他の各班に比べて,作業量は一番多かつたoと い

うのは,受持つた小円丘は僅か二基であったが ,他のどれよりも大型であつたことと,そ の

内部構造が,7号丘については,封土の層位が過去の盗掘 ?攪乱を物語るように大変乱れて

いたこと, 及び基盤下部に, 大きな地下坑が存在していたことと, 8号丘については不可

解な配列をもつた ,何かの遺構かと思われるような4ケ の河原石の存在 ,及び極めて素ホトな

形状をした小型の手づ くねの上器 ,そ してそれ らと略同じ層位にあつた ,祭址遺物的ニユア

ンスを帯びた四本の炭化 ?棒状物更に円丘の中心部よりやや】ヒ俣1の基盤下部に発見された径

15c″深60θ″の円型ピツト,或は外周の北方より東方にかけての周濤様の凹地の発見等があつ

たか らである。

この追跡は東林古墳群 という名称の通 り,吾々も一応古墳の発掘 としての心構えで臨んだ

のであ り,従 つて 7号丘の地下坑も,当然古墳の内部主体部分 として慎重に取扱つたのであ

つた。特に地下坑を埋めている土質が上部封土 とは全 く異つた ,甚 しく砂粒を含んだ黄色土

質であつた。

】ヒ巨摩地方には,各所にこのような,数基乃至10数基よりなる小円丘群が散在し之等に対

する言い伝えも種々様々であ り,未 だ一度も正式に発掘調査されることなく,次第に姿を消

しつつあるのが実情であるので,それ らを含めて,東林一帯合計30基にも及がこれ ら小円丘

の実体を解明出来るものと期待をかけたのであつた。同時に着手 した第 1班担当の 5基の発

掘が終つてそれ らか ら,何 も個むものがなかつたとの報告も伝わつていた丈に,期待は更に

大きかつた訳である。

この 7号丘の内部主体部分を発見したのは 3月 21日 であつたが ,特に慎重を期し,当初設

定 した南北中心線より東側 ,巾 1,5陀 の トレンチの東面壁の層位の実測を終 り,更にマウン

ドの西北部分 ,つまり地下坑部分を含む封土を全部除去した後 ,漸 くこの部分に手をつけた

のは 3月 27日 のことであつた。

また,8号丘は当初 ,マ ウンドの北西4/1を 除去する方法をとり, この部分の東西中心線

附近に上述の石組や炭化 ?棒状物が現われたのでそれ らを微細実測した後 , 南西部分4/1を

除去 ,こ の部分か らは, 何物をも発見出来ず更に東北4/1を 除去この部分か らは基盤上の木

炭片の散在及びピツトの発見等のため ,日 時を要したのであつた。

さて,こ の小円丘群の実体解明のために,多大な関心をそそ られた 7号丘の地下坑であつ

たが ,結局,内部か らは何物をも発見することは出来ず叉有機質的遺物す ら見出し得なかつ
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た。

この地下九の計測及び 8号丘の内部存在物等の微細については別項の通 りである。

こんな訳で,1班 3班の調査が終 り,皆引きあげたあと,私共 2班は尚数日の日時を要し

たのであつた。

この調査における4班 (測量,実測班)と 2班 とは,主 として私共山梨考古学研究会のメ

ンバーの受持であつた。分都桃彦,渡辺八郎,渡辺敏雄,鈴木馨子,沼上順次,三浦美世子

東条博道,渡辺礼―,内藤照演,日 向すみ江,鈴木謙次,前田寿秀,末木健の諸氏,日 川高

校生の山本しげ子,岩波ますみさん。更に 3班の調査の終つたあと,引続いて私共の2班に

手を貸して下さつた都留文科大学の森本圭―,石黒良作,高間幸恵,岡本啓子,河西やよい

小林恵子,古市金司の諸氏,更に,東京からはるばる応援,指導に当つて下さつた日本考古

学協会員の上川名昭,川崎義雄氏を交えて,延べ100人に余る人員の協力であつた。

陽のあたらない森の中の,と ころどころに雪さえ残つている枯薬の上に,最初のスコツプ

を入れた3月 21日 から3日 間は,八ケ岳おろしの吹き荒が大変寒い日続きだつたが,そ のあ

とはずつと暖かく,最後の29日 , 0日 は雨に降られての作業であつた。日野春駅前の旅館で

の合宿は,決 して充分の環境とはいい難いものであつたが,他班が調査を終つて引きあげた

あとは 2班丈の合宿の観を呈し,毎夜のミーテイングも,自 然 7号丘 8号丘関連のテーマに

絞られて,上川名昭氏指導の下に有益なデイスカツシヨンが行なわれた。この間に,秋山ア

キラ氏寄贈の日本酒,勝村すみ子氏寄贈の鮪肉8物 , 玉子200ヶ 大型角ハム2本等合宿員の

戦力維持に大変有効であった。

長期間,終始熱心に作業をつづけて下さつた参加者各位に,心からの謝意を表する次第で

ある。
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図服 2 6 号 塚

中央のピツトは木の根が腐つ

て穴となつている

図賑4 1 1 号 塚
48C力 で炭片発見 中央の黒い部分

図賑 1 1 号 塚

中央の木の根の穴が特殊遺構

のように見える

図版 3 1 1 号 塚

左 側 偶 に 炭 発 見
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図賑8  7号塚FLR部遺構
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